
２０２２年１月２０日 

オタフクソース株式会社 

代表取締役社長 佐々木孝富 様 

 

 グリーンコープ生活協同組合おかやま 

理事長 飯村美智子 

 

どうか、ゲノム編集トマトを使用しないでください 

 

拝啓 寒冷の候、貴社におかれましては、益々ご隆昌のこととお慶び申し上げます。

平素よりグリーンコープ「純米酢」などを製造いただき誠にありがとうございます。 

弊組は「食べもの」「自然環境」「地域の結びつき」「平和」を大切にしたいと願う母

親が集まり、岡山県で 2003 年に設立した生活協同組合です。他府県のグリーンコープ

と連帯し、組合員一人ひとりが「いのち」を真ん中において、日々の暮らしの中で自

分たちに何ができるだろう、と考えながら生活しています。食は私たちにとって日々

の小さな幸せです。「この食べものは本当に安全なの？」と考えず、誰もが安心して、

安全な食べものを、あたりまえに手にできる。そんな社会を子ども達に手渡したいと

思っています。 

ご存じの通り、昨年日本で初めてゲノム編集高 GABAトマトが承認・発売されまし

た。この動きに伴い、2021 年に遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーンがトマト

加工品メーカーを対象に実施したアンケートにおいて、貴社が「現時点で使用する予

定はないが、方針は決めていない」とご回答されていました。それを拝見し、私たち

の声を直接貴社にお届けしたいと考えました。2020 年 9月に弊組が組合員を対象に実

施したアンケートにおいて、3,102名中 2,560名（約 82.5％）が「ゲノム編集食品を

食べたくない」と答え、食べたいと答えたのは 40名（約 1.3%）でした。そして、ゲ

ノム編集トマト発売後、別紙の通り心配の声が届いています。 

人・環境への安全性審査がされないまま、規制もされず、表示義務もないこのトマ

トは、本当に人を幸せにするのでしょうか。「地球環境を愛しみ、自然と調和した活動

を行います」「一滴一滴に性根を込めて、自然の美味しさと安全・安心を追求します」

という企業理念の通り、貴社が「ゲノム編集トマトを使用しない」と明言してくださ

ることを心より願っています。                     敬具 



 

  



 


